
 令和８年度 

シラバス 

教科・科目 数学・数学Ｃ 単位数 ２ 

 

学年・クラス  ３学年 （ 必修 ・ 選択 ） 担 当 者 松枝 良純 

使用教科書 新編 数学Ｃ （数研出版） 

使用副教材 新課程 教科書傍用 ３ＴＲＩＡＬ 数学Ｃ（数研出版） 

目 標 

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的な表現の工夫

について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用

する態度を育てる。 

授業の内容・進め方 

授業の内容：数学Ｃ全範囲を実施する。 

授業の進め方：確認テストの実施・前時の復習から始め、授業展開の中では演習時間を多く確保する。 

単元テストの内容：基礎計算など授業で扱った内容を基本とし、２割程度基礎を活用した応用問題も出る。 

評価規準（観点別達成目標・評価項目） 

評価の観点 ① 知識・技能 ② 思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

観点別達成目標 

ベクトル，平面上の曲線と複
素数平面についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解
するとともに，数学的な表現の
工夫について認識を深め，事象
を数学化したり，数学的に解釈
したり，数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けている。 

大きさと向きをもった量に着
目し，演算法則やその図形的な
意味を考察する力，図形や図形
の構造に着目し，それらの性質
を統合的・発展的に考察する力
，数学的な表現を用いて事象を
簡潔・明瞭・的確に表現する力
を身に付けている。 

数学のよさを認識し数学を活
用しようとする態度，粘り強く
柔軟に考え数学的論拠に基づい
て判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度や創造性の基礎
を身に付けている。 

評価の割合 １ １ １ 

 

 評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 
③主体的に学習に 

取り組む態度 

評 

価 

項 

目 

授業の取組み ○ ○ ◎ 

ワークシート △ ○ ◎ 

課題・小テスト ◎ ◎ ○ 

各種テスト ◎ ◎ △ 

 

・観点別評価 ３つの 観点別に各評価項目の達成率でＡ・Ｂ・Ｃを決定する。 

Ａ：十分満足できる    Ｂ：おおむね満足できる   Ｃ：努力を要する 

・評価・評定 観点別評価から総合的に成績（評価・評定）を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 



指導計画及び中単元別評価基準 

学

期 
月 単元 学習内容 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前

期 
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第１章 平面上の

ベクトル 

第１節 ベクトル

とその演算 

 

１．ベクトル ○有向線分を用いたベ
クトルの定義や表し方
を理解している。 
○ベクトルの相等や逆
ベクトルの定義を理解
し，図の中から探すこ
とができる。 

 ○日常の量で，向きと
大きさをもつものがあ
ることに興味をもち，
それをベクトルで表現
しようとする。 

２．ベクトルの演

算 

○ベクトルの和の定義
を理解し，それを図示
できる。 
○ベクトルの和の計算
ができる。 
○ベクトルの差の定義
を理解し，それを図示
できる。 
○ベクトルの実数倍の
定義を理解し，式で表
現できる。 
○ベクトルの実数倍の
性質をもとに，ベクト
ルの演算ができる。 
○ベクトルの平行条件
を理解し，平行なベク
トルを求めることがで
きる。 
○有向線分で表された
ベクトルを，2つのベク
トルの和，差に表現で
きる。 

○ベクトルの和，差，
実数倍の定義をもと
に，それらを組み合わ
せたベクトルの図示が
できる。 

○ベクトルの演算に興
味をもち，数式の演算
法則との類似点を考察
しようとする。 
 

３．ベクトルの成

分 

○ベクトルの成分表示
の仕組みを理解し，具
体的なベクトルを成分
表示できる。また，その
ベクトルの大きさを求
めることができる。 
○成分表示されたベク
トルの和，差，実数倍の
計算ができる。 
○点の座標とベクトル
の成分の関係を理解
し，2点で定められるベ
クトルを成分表示でき
る 

○ベクトルの平行条件
を成分表示にも適用
し，成分を定めること
ができる。 
○点の座標とベクトル
の成分の関係を，座標
平面上の図形の問題に
活用できる。 

○成分表示されたベク
トルの演算法則を，ベ
クトルの演算法則から
導き出そうとする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ベクトルの内

積 

 

 

 

 

 

 

 

○内積が実数であるこ
とを理解している。 
○ベクトルの内積の定
義を理解し，内積を求
めることができる。 
○成分表示されたベク
トルの内積を求めるこ
とができる。 
○成分表示された 2 つ
のベクトルのなす角
を，内積を用いて求め
ることができる。 
○ベクトルの垂直条件
を理解し，成分を定め

○ベクトルの垂直条件
を活用して，与えられ
たベクトルに垂直なベ
クトルを求めることが
できる。 
○内積の性質を用い
て，等式を証明した
り，ベクトルの大きさ
やなす角を求めたりす
ることができる。 
 
 
 
 

○ベクトルの内積のも
つ図形的な意味を探ろ
うとする。 
○内積の性質を，既習
の知識を用いて証明し
ようとする。 
○三角形の面積が内積
で表されることに興
味・関心をもち，問題
解決に利用しようとす
る。 
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ることができる。 
○三角形の面積がベク
トルを用いて求められ
ることを理解し，座標
平面上の三角形の面積
を求めることができ
る。 

 
 

 
 
 

単元テスト 

第２節 

ベクトルと平面図

形 

５．位置ベクトル ○点の位置を，基準と
なる点と 1 つのベクト
ルを用いて表すことが
できることを理解して
いる。 
○ベクトルを点の位置
ベクトルで表すことが
できる。 
○内分点，外分点の位
置ベクトルを求めるこ
とができる。 
○三角形の重心の位置
ベクトルを表す公式を
理解している。 

○位置ベクトルを活用
して，図形の性質が考
察できる。 

○線分ABをm：nに内分
する点の位置ベクトル
を求める過程を参考
に，m：nに外分する点
の位置ベクトルを，m
とnの大小関係に関わ
らず自ら求めようとす
る。 
 

６．ベクトルの図

形への応用 

○線分の内分点・外分
点を位置ベクトルで表
す公式を，実際の図形
に適用できる。 

○位置ベクトルを活用
して，3点が一直線上
にあることを証明でき
る。 
○位置ベクトルの一意
性を活用して，線分の
交点の位置ベクトルを
求めることができる。 
○ベクトルの内積を活
用して，図形の性質を
証明できる。 

○様々な図形の考察に
ベクトルを活用しよう
とする。 

７．図形のベクト

ルによる表示 

○直線のベクトル方程
式について，媒介変数
を用いて表すことがで
きる。 
○通る 1 点と法線ベク
トルから直線が定まる
ことを理解し，具体的
に直線の方程式を求め
ることができる。 

○点が線分AB上に存在
する条件を活用して，
点Pの存在範囲を求め
ることができる。 

○ベクトルを用いて円
の性質を考察する意欲
がある。 
○直線のベクトル方程
式を積極的に活用しよ
うとする。 

単元テスト 

第２章 空間のベ

クトル 

１．空間の点 ○空間における点の表
し方を理解し，座標平
面や座標軸，原点に関
して対称な点の座標を
求めることができる。 
○空間の点と原点との
距離が求められるよう
になる。 

 ○座標空間における点
の表し方を，座標平面
における点の表し方の
拡張として捉えようと
する。 

２．空間のベクト

ル 

○空間図形の中で，等
しいベクトルや逆ベク
トルを探すことができ
る。 
○空間図形において，
ベクトルの和や差を考
えることができる。 

○空間のベクトルが 
３つのベクトルの実数
倍と和を用いて1通り
に表される理由につい
て，平面上のベクトル
が２つのベクトルの実
数倍と和を用いて1通

○平面上のベクトルの
性質などが空間でも成
り立つことから，ベク
トルの定義が次元によ
らないことに興味をも
つ。 
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９ 

 

○平行六面体における
ベクトルを，和の形に
表すことができる。 

りに表されることから
説明できる。 

３．ベクトルの成

分 

○ベクトルの成分表示
について，平面上のベ
クトルの拡張になって
いることを理解し，ベ
クトルが等しくなるよ
うに成分を定めたり，
成分表示されたベクト
ルの大きさを求めたり
することができる。 
○成分表示された空間
のベクトルの演算がで
きる。 
○座標空間の 2 点で定
められるベクトルを成
分表示できる。 

 ○空間のベクトルの成
分表示について，平面
上のベクトルの成分表
示の拡張として捉えよ
うとする。 

４．ベクトルの内

積 

○空間のベクトルの内
積や，成分表示された2
つのベクトルのなす角
を求めることができ
る。 
○平面上のベクトルの
内積の性質は，空間に
おいても同様に成り立
つことを理解してい
る。 

○座標空間の3点で定
まる角の大きさを，ベ
クトルを活用して求め
ることができる。 
○ベクトルの垂直条件
を活用して，与えられ
たベクトルに垂直なベ
クトルを求めることが
できる。 

○平面上のベクトルの
内積の性質が空間でも
成り立つことから，内
積の定義が次元によら
ないことに興味をも
つ。 

５．ベクトルの図

形への応用 

○位置ベクトルの定義
や内分点などの位置ベ
クトルが平面上のベク
トルの場合と同じであ
ることを理解してい
る。 
○位置ベクトルの一意
性を活用して，直線と
平面の交点の位置ベク
トルを求めることがで
きる。 
○ベクトルの内積を活
用して，図形の性質を
証明できる。 

○空間における図形
を，1つの頂点に関す
る位置ベクトルで考察
できる。 

○四面体の重心に興味
をもち，その性質を位
置ベクトルで考察しよ
うとする。 
○3点が定める平面上
の点の位置ベクトルを
一般的に考察し，その
結果を利用しようとす
る。 

６．座標空間にお

ける図形 

○座標空間における 2
点間の距離や線分の内
分点，外分点の座標，三
角形の重心の座標が求
められる。 
○座標平面に平行な平
面や，座標軸に垂直な
平面の方程式が求めら
れるようになる。 
○いろいろな球面の方
程式が求められる。 

○球面と平面が交わっ
てできる図形を，連立
方程式の解の集合とし
て考察できる。 

○座標平面上の図形の
方程式について改めて
正しく理解し，座標空
間についても同じ考え
方で図形の方程式につ
いて考察しようとす
る。 
○球面の方程式に興味
をもち，一般的な考察
をしようとする。 

単元テスト 

 

 

 

 



学

期 
月 単元 学習内容 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

後期 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 複素数平

面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．複素数平面 ○1 つの複素数が複素
数平面上で 1 つの点を
表すことを理解し，点
を複素数平面上に表す
ことができる。 
○共役複素数を求める
ことができる。 
○複素数平面上で，実
軸，原点，虚軸に関して
対称な点を表す複素数
が，もとの複素数に対
してどのような数であ
るか，理解している。 
○共役複素数の図形的
意味を理解し，z が実数
であるための必要十分
条件，z が純虚数である
ための必要十分条件を
理解している。 
○複素数の絶対値と複
素数平面上の 2 点間の
距離を求めることがで
きる。 
○複素数の和，差，実数
倍を計算することがで
きる。 

○複素数の絶対値の定
義および図形的意味を
理解し，説明できる。 
○複素数の和，差，実
数倍の，複素数平面に
おける図形的意味を理
解し，説明できる。 
○共役複素数の性質を
理解し，また，それら
を証明問題に利用する
ことができる。 

○複素数平面の定義か
ら，複素数の和，差や
実数倍が複素数平面上
で何を意味するか自ら
考察しようとする。 
○複素数zが実数や純
虚数になる条件につい
て，様々な方法で考察
しようとする。 

２．複素数の極形

式 

○複素数の極形式につ
いて理解し，複素数を
極形式で表すことがで
きる。 
○複素数の積，商の絶
対値，偏角の性質を理
解し，それらを求める
ことができる。 
○複素数の積や商が複
素数平面上で何を表す
か理解している。 

○共役複素数や－zな
どを極形式でどのよう
に表すか，その定義か
ら考察できる。 

○複素数がa＋biとは
別の形で表せることに
興味をもち，それらの
違いや共通点を自ら見
出そうとする。 
○極形式の有用性を理
解し，複素数の乗法の
図形的意味を理解しよ
うとする。 

３．ド・モアブル

の定理 

○ド・モアブルの定理
を理解し，複素数のn乗
を求めることができ
る。 
○1 の n 乗根を求める
ことができる。 

○複素数のn乗根がち
ょうどn個存在するこ
とを，極形式を用いて
考察できる。 
○1のn乗根の求め方を
もとに，一般の複素数
のn乗根を求めること
ができる。 

○複素数の積の図形的
な意味から，ド・モア
ブルの定理を自ら見出
したり証明したりしよ
うとする。 
○複素数のn乗根を複
素数平面上で図示し，
その特徴を見出そうと
する。 

４．複素数と図形 

 

 

 

 

 

 

 

○線分の内分点や外分
点を表す複素数を求め
ることができる。 
○複素数の方程式につ
いて，その意味を考え
たり計算したりするこ
とで，表す図形を求め
ることができる。 
○原点以外の点を中心
として回転した点を表
す複素数を求めること
ができる。 

○線分の内分点を表す
複素数を活用して，三
角形の重心を表す複素
数を求めることができ
る。 
○点zと連動して動く
点wが描く図形につい
て，その式の意味も含
めて考察したり説明し
たりできる。 
 
 

○図形の問題を，複素
数の演算の図形的意味
を用いて積極的に考察
しようとする。 
○複素数の方程式が表
す図形について，複素
数をx＋yiとおくなど
して，複数の方法で考
察しようとする。 
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○複素数平面上で半直
線のなす角を求めるこ
とができる。 
○複素数平面上で 3 点
が一直線上にある条件
や 2 直線が垂直に交わ
る条件を理解し，利用
することができる。 

 
 
 

 
 
 
 
 

単元テスト 

第４章 式と曲線 

第１節 ２次曲線 

 

１．放物線 ○放物線が，焦点と準
線からの距離が等しい
点の軌跡であることを
理解している。 
○放物線の標準形につ
いて理解し，放物線の
概形をかいたり焦点や
準線を求めたりでき
る。また，条件から放物
線の方程式を求めるこ
とができる。 
○y 軸が軸となる放物
線の概形をかくことが
できる。 

○軌跡の考え方を用い
て，放物線の方程式を
導くことができる。 

○既知の円や放物線な
どの曲線を，条件を満
たす点の軌跡として捉
えなおそうとする。 

２．楕円 ○楕円が，2 つの焦点か
らの距離の和が一定で
ある点の軌跡であるこ
とを理解している。 
○楕円の標準形につい
て理解し，楕円の概形
をかいたり焦点や長
軸，短軸の長さを求め
たりできる。 
○焦点の座標などか
ら，楕円の方程式を求
めることができる。 
○焦点が y 軸上にある
楕円の概形をかいた
り，焦点や長軸，短軸の
長さを求めたりでき
る。 
○楕円が，円を拡大，縮
小した曲線であること
を理解している。 

○軌跡の考え方を用い
て，楕円の方程式を導
くことができる。 
○条件を満たす点の軌
跡として，楕円の方程
式を求めることができ
る。 

○焦点がy軸上にある
楕円の方程式につい
て，焦点がx軸上にあ
る楕円をもとに考察し
ようとする。 

３．双曲線 ○双曲線が，2 つの焦点
からの距離の差が一定
である点の軌跡である
ことを理解している。 
○双曲線の標準形につ
いて理解し，双曲線の
概形をかいたり焦点や
頂点，漸近線を求めた
りできる。 
○焦点の座標などか
ら，双曲線の方程式を
求めることができる。 
○直角双曲線の定義や
方程式について理解し
ている。 
○焦点が y 軸上にある
双曲線の概形をかいた
り，焦点や頂点，漸近線
を求めたりできる。 

○軌跡の考え方を用い
て，双曲線の方程式を
導くことができる。 
○焦点がy軸上にある
双曲線の方程式につい
て，焦点がx軸上にあ
る双曲線をもとに考察
できる。 

○双曲線の漸近線につ
いて，曲線が限りなく
近づくことを確かめよ
うとする。 
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４．2次曲線の平

行移動 

○x，y の 2 次式を変形
して，2 次曲線の概形を
考えることができる。 

○曲線F(x－p，y－q)
＝0は曲線 
F(x，y)＝0を平行移動
したものであることを
理解している。 

○複雑な2次曲線の方
程式を変形することに
より，焦点や準線など
を導こうとする。 

５．2次曲線と直

線 

○2 次曲線の接線や接
点を 2 次方程式の実数
解を利用して求めるこ
とができる。 
○2 次曲線の接線の方
程式の一般形について
理解し，接点が与えら
れたときに接線を求め
ることができる。 

○2次曲線と直線の共
有点を連立方程式の解
と捉え，共有点の個数
について考察できる。 
○2次曲線と直線の接
点を連立方程式の重解
と捉え，接線の方程式
を求めることができ
る。 

○2次曲線を，離心率e
と1との大小をもと
に，統一的に捉えよう
とする。 

単元テスト 

第２節 媒介変数

表示と極座標 

６．曲線の媒介変

数表示 

○曲線が媒介変数を用
いて表される仕組みを
理解している。 
○媒介変数表示された
曲線の方程式を求める
ことができる。 
○放物線の頂点の軌跡
を，媒介変数を利用し
て求めることができ
る。 
○円や楕円を媒介変数
表示できる。 
○双曲線を媒介変数表
示できる。 

○条件から点の座標を
1つの文字で表し，そ
れを曲線の媒介変数表
示と捉えることで，そ
の点が描く曲線を求め
ることができる。 
○媒介変数表示された
曲線の平行移動につい
て，点の平行移動をも
とに考察できる。 

○曲線の媒介変数表示
について，具体的に点
をプロットしていくこ
とで，どのような曲線
か考察しようとする。 
○双曲線の媒介変数表
示について，具体的に
確かめようとする。 
○サイクロイドについ
て，具体的な点をプロ
ットするなどして，媒
介変数表示や曲線の概
形を考察しようとす
る。 

７．極座標と極方

程式 

○極座標による表示に
ついて理解し，点の極
座標を求めたり，極座
標が与えられた点の位
置を求めたりできる。 
○点の座標について，
直交座標と極座標を相
互に変換できる。 
○円や直線を極方程式
で表すことができる。
また，極方程式で表さ
れる曲線を図示するこ
とができる。 
○平面上の曲線につい
て，x，y の方程式と極
方程式を相互に変換で
きる。 

○直交座標と極座標の
関係性を理解したうえ
で，点の座標や方程式
を相互に変換すること
ができる。 

○直交座標とは異なる
方法で点の位置が表せ
ることに興味をもち，
それらの違いや共通点
を自ら見出そうとす
る。 
○直交座標と極座標の
関係に興味・関心をも
ち，積極的に相互の関
係を考察しようとす
る。 
○2次曲線の極方程式
について，離心率eと1
との大小をもとに，統
一的に捉えようとす
る。 

８．コンピュータ

の利用 

○媒介変数表示された
曲線や極方程式で表さ
れる曲線を，コンピュ
ータを用いて描くこと
ができる。 

 ○媒介変数表示や極方
程式で表された曲線を
コンピュータで描き，
考察することに興味・
関心をもつ。 

 

 


